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QoS
Cisco UCSは、Quality Of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•システム全体にわたって、特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定を指定す
るためのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー

•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制
御ポリシー

QoSシステムクラスに加えられたグローバル QoSの変更によって、すべてのトラフィックに
データプレーンでの中断が短時間発生する可能性があります。このような変更の例を次に示し

ます。

•有効になっているクラスのMTUサイズの変更

•有効になっているクラスのパケットドロップの変更

•有効になっているクラスの CoS値の変更

Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの Quality of Serviceに関するガイドラ
インと制限事項

•マルチキャスト最適化はサポートされません。
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• MTUは、ドロップタイプ QoSシステムクラスでは設定できず、常に 9216に設定されま
す。MTUは、非ドロップタイプの QoSシステムクラス (ファイバチャネルクラスを除
く)に対してのみ設定できます。

•非ドロップクラスのデフォルトのMTUサイズは 1500で、このクラスでサポートされる
最大サイズは 9216です。

•ファイバチャネルのMTUサイズは常に 2240です。

Quality of Serviceに関するガイドラインと制限事項 Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnect

• Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectすべてのシステムクラスに共有バッファを使
用します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。

•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断され
ます。次の表は、QoSシステムクラスの変更およびシステムの再起動が引き起こされる
条件を示しています。

FIの再起動ステータスConditionQoSシステムクラスのステー
タス

Yesドロップとドロップなしを切

り替えた場合

イネーブル

Yesイネーブルとディセーブルを

切り替えた場合

ドロップなし

YesMTUサイズを変更した場合イネーブルかつドロップなし

• QoSシステムクラスでの変更の結果として、最初に従属 FIが再起動します。プライマリ
FIは、[Pending Activities]で確認された後にのみ再起動します。

Quality of Serviceに関するガイドラインと制限事項 Cisco UCS Mini

• Cisco UCS Miniすべてのシステムクラスに共有バッファを使用します。

• Bronzeクラスは SPANとバッファを共有します。SPANまたは Bronzeクラスを使用する
ことを推奨します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。

•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断され
ます。

•イーサネットトラフィックと FCまたは FCoEトラフィックが混在している場合は、帯域
が均等に配分されません。

•同じクラスからの複数のトラフィックストリームが均等に分配されないことがあります。
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• FCまたは FCoEのパフォーマンス問題を回避するために、すべての破棄なしポリシーに
同じ CoS値を使用してください。

• Platinumクラスと Goldクラスのみが破棄なしポリシーをサポートしています。

システムクラスの設定

システムクラス

Cisco UCSは、Cisco UCSドメイン内のトラフィックすべての処理にデータセンターイーサ
ネット（DCE）を使用します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサ
ネットの帯域幅が8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用
に 2つの仮想レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンの Quality of Service
（QoS）を設定できます。Cisco UCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンでDCE
帯域幅がどのように割り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。

各システムクラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約しま

す。これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されま

す。たとえば、[Fibre Channel Priority]システムクラスを設定して、FCoEトラフィックに割り
当てる DCE帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

表 1 :システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルのQoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィック

レーンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定や

ポリシーを割り当てるために使用できます。

Cisco UCS Miniの場合、パケットのドロップはプラチナクラスと
ゴールドクラスでのみディセーブルにできます。1つの Platinumク
ラスと 1つのGoldクラスのみを no-dropクラスとして同時に設定で
きます。

プラチナ

Gold

Silver

ブロンズ

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーン

に対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必

要に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリ

シーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

ベストエフォート
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説明システムクラス

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーン
に対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、

データパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップ

なしポリシーがあります。このシステムクラスをディセーブルには

できません。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使
用できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。
他のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値
がある場合、その値は 0にリマークされます。

（注）

ファイバチャネル

QoSシステムクラスの設定
サーバ内のアダプタのタイプによっては、サポートされるMTUの最大値が制限される場合が
あります。たとえば、ネットワークMTUが最大値を超えた場合、次のアダプタでパケットが
ドロップする可能性があります。

•サポートされるMTUの最大値が 140009の Cisco UCS 82598KR-CIアダプタ。

ネットワーク QoSポリシー下では、no-dropクラスが設定された場合、MTUはバッファカー
ビングにのみ使用されます。ネットワーク QoSポリシーでジャンボMTUをサポートするの
に、その他のMTU調整は必要ありません。

（注）

VIC 14xxアダプタについては、ホストインターフェイス設定から、vNICのMTUサイズを変
更できます。オーバーレイネットワークが設定されている場合、全体のMTUサイズは、QoS
システムクラスのMTU値を超えていないことを確認します。このMTU値がQoSシステムク
ラスのMTU値を超えている場合、データ転送中にパケットがドロップされる可能性がありま
す。

（注）

すべての破棄なしポリシーで UCSおよび N5Kに同じ CoS（サービスクラス）値を使用しま
す。エンドツーエンド PFCが正常に動作することを保証するには、すべての中間スイッチで
同じ QoSポリシーを設定します。

重要
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。MTUを設定するには、パケットドロップをオフにす
る必要があります。

MTUは、ドロップタイプ QoSシステムクラスでは設定できず、常に 9216に設定されます。
MTUは、非ドロップタイプの QoSシステムクラスに対してのみ設定できます。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステムクラスの次のプロパティ
を更新します。

一部のプロパティはすべてのシステムクラスに対して設定できない場合があります。

MTUの最大値は 9216です。
（注）

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

QoSシステムクラスのイネーブル化
デフォルトでは、Best Effortシステムクラスまたは Fibre Channelシステムクラスはイネーブ
ルになっています。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 イネーブルにする QoSシステムクラスの [Enabled]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

QoSシステムクラスのディセーブル化
ベストエフォートシステムクラスやファイバチャネルシステムクラスはディセーブルにで

きません。
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ディセーブルにされたシステムクラスに関連付けられているすべての QoSポリシーのデフォ
ルトは、Best Effortです。ディセーブルにされたシステムのクラスオブサービス（CoS）が 0
に設定されている場合のデフォルトは、Cos 0システムクラスになります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 [QoS System Class]ノードを選択します。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 ディセーブルにする QoSシステムの [Enabled]チェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

Quality of Serviceポリシーの設定

Quality Of Serviceポリシー
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステ
ムクラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQuality Of
Serviceが決定されます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加
の制御を指定することもできます。

vNICポリシー、または vHBAポリシーに QoSポリシーをインクルードし、その後、このポリ
シーをサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があり
ます。

QoSポリシーの作成

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 プールを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [QoS Policy]を右クリックし、[Create QoS Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create QoS Policy]ダイアログボックスで、必須フィールドに値を入力します。
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ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

QoSポリシーは、vNICまたは vHBAテンプレートにインクルードします。

QoSポリシーの削除
使用中の QoSポリシーを削除した場合、または QoSポリシーで使用されているシステムクラ
スをディセーブルにした場合、このQoSポリシーを使用している vNICと vHBAはすべて、ベ
ストエフォートシステムクラスまたはCoSが 0のシステムクラスに割り当てられます。マル
チテナンシ―を実装しているシステムでは、Cisco UCS Managerはまず、その組織階層から一
致する QoSポリシーを見つけようとします。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。

ステップ 3 [QoS Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除する QoSポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

フロー制御ポリシーの設定

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイ
ンのアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信する
かどうかを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒

間、送信側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするに
は、両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータをイネーブルにする必要

があります。CiscoUCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能をイネーブルにした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリン

クイーサネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒

有効になった後、通常のレベルにリセットされます。受信機能をイネーブルにした場合、アッ

プリンクイーサネットポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。
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ネットワークポートがポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップ

リンクポートで停止します。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポー

ズフレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

フロー制御ポリシーの作成

始める前に

必要なフロー制御に対応する設定を使用して、ネットワークポートを設定します。たとえば、

フロー制御ポーズフレームに対する送信設定をポリシーで有効にした場合は、必ず、ネット

ワークポートの受信パラメータを onまたは desiredに設定します。Cisco UCSポートでフロー
制御フレームを受信する場合には、ネットワークポートの送信パラメータが onまたは desire
に設定されていることを確認してください。フロー制御を使用する必要がない場合は、ネット

ワークポートの受信パラメータと送信パラメータを offに設定できます。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies]の順に展開します。

ステップ 3 [root]ノードを展開します。

ルート組織内のフロー制御ポリシーだけを作成できます。サブ組織内のフロー制御ポリシー

は、作成できません。

ステップ 4 [Flow Control Policies]ノードを右クリックし、[Create Flow Control Policy]を選択します。

ステップ 5 [Create Flow Control Policy]ウィザードで、必須フィールドに値を入力します。

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次のタスク

フロー制御ポリシーと、アップリンクイーサネットポート、またはポートチャネルを関連付

けます。

フロー制御ポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
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ステップ 3 [Flow Control Policies]ノードを展開します。

ステップ 4 削除するポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

低速ドレインの設定

QoS低速ドレインデバイスの検出と緩和
ファブリックのエンドデバイス間のすべてのデータトラフィックは、ファイバチャネルのサー

ビスで行われ、リンクレベル、ホップごとベース、バッファ間のフロー制御が使用されます。

これらのサービスクラスは、エンドツーエンドフロー制御をサポートしません。ファブリッ

クに低速デバイスが接続されている場合、エンドデバイスは設定またはネゴシエーションされ

たレートのフレームを受け入れません。低速デバイスにより、これらのデバイスを宛先とする

トラフィックで（Inter-Switch Link）ISLクレジット不足が発生し、リンクが輻輳します。クレ
ジット不足は、宛先デバイスで低速ドレインが発生していなくても、ファブリック内の同じ

ISLリンクを使用する無関係なフローに影響します。

同様に、エンドホストモードで、ファブリックインターコネクトに直接接続されているサー

バが低速でトラフィックを受信する場合、他のサーバで共有されるアップリンクポートで輻輳

が発生する場合があります。低速のサーバがFEX/IOMのHIFポートに接続されている場合は、
ファブリックポートおよび/またはアップリンクポートを輻輳させる可能性があります。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)には、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトで
QoS低速ドレインの検出と緩和機能が導入されています。この機能は、ネットワークで輻輳を
引き起こしている低速ドレインデバイスを検出することを可能にするさまざまな機能拡張を行

い、さらに輻輳回避も提供します。機能拡張は、主に低速ドレインデバイスに接続されるエッ

ジポートとコアポートにあります。これは、ISLの閉塞を引き起こしている低速ドレインデバ
イスが原因でフレームがエッジポートに残ることを最小限に抑えるために行われます。この閉

塞状態を回避するか、最小限に抑えるためには、ポートのフレームタイムアウトを短くするよ

うに設定できます。フレームタイムアウト値を小さくすることにより、エッジポートで実際

にタイムアウトになる時間より早くパケットがドロップされるため、ファブリックに影響する

低速ドレイン状態が軽減されます。この機能は、ISLのバッファ領域を解放し、低速ドレイン
状態が発生していない他の無関係なフローが使用できるようにします。Cisco UCS Managerリ
リース4.1は、この機能のサポートを Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに拡張
します。

このリリースでは、低速ドレインの検出と緩和は、次のポートでサポートされます。

• FCoE

•バックプレーン
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低速ドレインの設定

低速ドレインタイムアウトタイマーを設定する際に、使用可能な値のリストからタイムアウ

ト値を選択できます。カスタムのタイムアウト値を設定することはできません。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 2 [LAN] > [LAN Cloud]の順に展開します。

ステップ 3 [Work]ペインで [QoS]タブをクリックします。

ステップ 4 [Configure Slow Drain]をクリックします。

ステップ 5 表示される [Configure Slow Drain Timers]ダイアログボックスで、次のフィールドを設定しま
す。

説明名前

低速ドレインタイマーが FCoEポートで有効
になっているかどうか。

•無効:低速ドレインタイマーの設定が無効
になっています。これがデフォルトのオ

プションです。

•有効:低速ドレインタイマーの設定が有効
になっています。

FCoEポートラジオボタン

コア FCoEポートのフレームタイムアウトま
でのミリ秒 (ms)の時間。次のいずれかの値を
選択できます。

• 100

• 200

• 300

• 400

• 500—これはデフォルト値です

• 600

• 700

• 800

• 900

• 1000

コア FCoEポート (ms)ドロップダウンリスト
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説明名前

エッジ FCoEポートのフレームタイムアウト
までのミリ秒 (ms)の時間。次のいずれかの値
を選択できます。

• 100

• 200

• 300

• 400

• 500—これはデフォルト値です

• 600

• 700

• 800

• 900

• 1000

エッジ FCoEポート (ms)ドロップダウンリス
ト

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

低速ドレイン条件を修正します。

低速ドレイン条件の修正は、「slow-drain」のために「error-disabled」状態に指定されている
ポートでのみ動作します。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Equipment]をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Chassis] > [Chassis Number] > [IO Modules]の順に展開します。

ステップ 3 error-disabled状態になっているバックプレーンのポートを回復する I/Oモジュールを選択し
ます。

ステップ 4 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Correct Slow Drain Condition]をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。
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低速ドレイン条件を修正します。
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QoS

低速ドレイン条件を修正します。
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